
◎経緯
・令和元年5月から各圏域への事業提案募集を順次実施。圏域（各保健所）ごとに取りまとめ、
　ハード事業および新規のソフト事業については、7月中旬、その他の事業については8月中旬に
　医療政策課に提出。
・また、6月より各関係団体においても事業提案募集を行い、新規のソフト事業については7月中旬、
  その他の事業については8月中旬に医療政策課に提出。
・その後各担当課で事業内容を検討し、予算要求を行った。

◎予算編成方針
・令和元年度から国の基金予算が100億増額されており、本県においても必要額を確保していくため、

　事業区分にかかわらず、既存事業だけでなく新規提案事業についても積極的に検討を行った。
・区分Ⅰについては各病院等における今後の整備予定を調査し、2025年までの必要額を踏まえた上で
　令和２年度の必要額を要求した。
・令和２年度国予算案において、基金予算が160億増額され、うち143億が勤務医の働き方改革への
　対応分とされたことから、これに対応するため関連事業を増額要求した。
・これらの結果、区分Ⅰについては前年度予算額より減額となったが、区分Ⅱ・Ⅳについては増額
　となった。

☆R2予算見積額
差引

Ⅰ（施設整備） △ 64,746
Ⅱ（在宅医療） 65,323
Ⅳ（人材確保） 149,724
計 150,301

◎R2予算案のうち地域提案事業
・地域からは23の事業者から35事業の提案があった。
・その中で、当初予算案に計上できた新規事業は、大津圏域・湖南圏域・東近江圏域・高島圏域より
  提案のあった次の６事業
　　○訪問診療体制強化モデル事業＜大津市＞　1,000千円　（区分Ⅱで計上）
　　○アドバンスケアプランニング情報共有推進事業
　　　＜一般社団法人守山野洲医師会＞　666千円（区分Ⅱで計上）
　　○在宅療養のための口腔機能管理支援拠点整備事業
　　　＜一般社団法人湖東歯科医師会＞2,127千円（区分Ⅱで計上）
　　○退院支援・地域医療連携拠点モデル整備事業＜東近江市＞　56,000千円（区分Ⅱで計上）
　　○リハビリテーション提供体制整備事業＜竜王町＞　40,475千円（区分Ⅰで計上）

 　　○地域医療連携推進研修事業＜地域医療連携推進法人滋賀高島＞ 666千円（区分Ⅰで計上）

☆圏域別

事業者数 事業数 総事業費 基金活用額 事業数 予算案
大津 8 17 438,521 246,976 3 96,838 うち新規１事業
湖南 4 6 188,405 94,206 2 80,166 うち新規１事業
甲賀 2 2 16,480 9,320 0 0
東近江 6 7 4,503,992 271,113 5 127,675 うち新規3事業
湖東 1 1 1,739,650 225,000 0 0
湖北 1 1 9,944 4,972 0 0
高島 1 1 1,000 666 1 666 うち新規１事業
合計 23 35 6,897,992 852,253 11 305,345

提案事業

令和２年度地域医療介護総合確保基金（医療分）にかかる
当初予算案への反映状況について

R1予算額 R2予算案
488,278 423,532
70,432 135,755

R2予算案
備考

525,068 674,792
1,083,778 1,234,079


